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第9回国際海藻学会議について

明年8月20日-27日ごろ，アメリカ西海岸のカリフォルニア大学サンタパーハラキャ

ンパスで第9回国際海藻学会議が行われます。この会議は，国際藻類学会，アメリカ藻

類学会などと，ジョイ γ トシンポジウムの形で行われます。「海藻」とはなっていますが，

淡水でも陸産でも，とにかく藻類を扱う研究はすべてシンポジウムの対象となりますか

ら，ふるって参加されるよう，アメリカ藻類学会会長からも希望が寄せられています。

プレ，およびポストシンポジウムも計画され，エクスカーションも予定されています。

日本語同時通訳も考慮されています。参加政50ドル，宿泊は食事を含め16ドル前後と格

安となっています。第1回のサーキュラーは6月に出され，そこで第2回サーキュラー

希望者のリストアップがなされています。もし第l回サーキュラーを受取っていないで，

参加希望者がありましたら，日本藻類学会事務局に申込んで下さい。

なお渡航については，団体扱いができるよう交渉中です。

(日本藻類学会事務局〉
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